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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】平成29年11月16日(2017.11.16)

【公開番号】特開2015-76617(P2015-76617A)
【公開日】平成27年4月20日(2015.4.20)
【年通号数】公開・登録公報2015-026
【出願番号】特願2014-207390(P2014-207390)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｌ  33/08     (2010.01)
   Ｈ０１Ｌ  33/20     (2010.01)
   Ｈ０１Ｌ  33/38     (2010.01)
   Ｈ０１Ｌ  33/62     (2010.01)
   Ｆ２１Ｓ   2/00     (2016.01)
   Ｆ２１Ｙ 115/10     (2016.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｌ   33/00     １２０　
   Ｈ０１Ｌ   33/00     １７０　
   Ｈ０１Ｌ   33/00     ２１０　
   Ｈ０１Ｌ   33/00     ４４０　
   Ｆ２１Ｓ    2/00     ４３１　
   Ｆ２１Ｓ    2/00     ４３９　
   Ｆ２１Ｓ    2/00     ２１６　
   Ｆ２１Ｙ  101:02     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成29年9月27日(2017.9.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基板と、
　前記基板の下に配置され、第１導電型半導体層、活性層及び第２導電型半導体層を含む
発光構造物と、
　サブマウントと、
　前記サブマウント上に互いに電気的に離隔して配置された第１及び第２金属パッドと、
　前記第１導電型半導体層と前記第１金属パッドとの間に配置された第１バンプと、
　前記第２導電型半導体層と前記第２金属パッドとの間に配置された第２バンプとを含み
、
　前記第１導電型半導体層、前記活性層及び前記第１バンプが配置された複数のアクティ
ブ領域は、互いに離隔した平面形状を有し、
　前記複数のアクティブ領域が互いに離隔した距離は、６０μｍ～３００μｍである、発
光素子。
【請求項２】
　前記第１バンプは複数個であり、前記第２バンプは、前記複数個の第１バンプの間に配
置された平面形状を有する、請求項１に記載の発光素子。
【請求項３】
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　前記複数のアクティブ領域は、前記発光素子のエッジから１０μｍ～１００μｍの距離
だけ離隔した、請求項１又は２に記載の発光素子。
【請求項４】
　前記複数のアクティブ領域が前記発光素子のエッジから離隔した距離は、互いに同一で
ある、請求項１ないし３のいずれか１項に記載の発光素子。
【請求項５】
　前記複数のアクティブ領域が前記発光素子のエッジから離隔した距離は、互いに異なる
、請求項１ないし３のいずれか１項に記載の発光素子。
【請求項６】
　前記第２バンプは、前記複数のアクティブ領域の間に配置された平面形状を有する、請
求項１ないし５のいずれか１項に記載の発光素子。
【請求項７】
　前記第２バンプは複数個であり、前記複数個の第２バンプは、十字状に配置された平面
形状を有する、請求項６に記載の発光素子。
【請求項８】
　前記第２バンプは複数個であり、前記複数個の第２バンプは、三角形状に配置された平
面形状を有する、請求項６に記載の発光素子。
【請求項９】
　前記第１バンプは円形の平面形状を有する、請求項１ないし８のいずれか１項に記載の
発光素子。
【請求項１０】
　前記第２バンプは円形の平面形状を有する、請求項１ないし９のいずれか１項に記載の
発光素子。
【請求項１１】
　前記第２バンプと前記第２導電型半導体層との間に配置された反射層をさらに含む、請
求項１ないし１０のいずれか１項に記載の発光素子。
【請求項１２】
　前記アクティブ領域を取り囲む環状の平面形状を有する反射層をさらに含む、請求項１
ないし１０のいずれか１項に記載の発光素子。
【請求項１３】
　前記複数のアクティブ領域は、互いに等間隔に離隔して配置された平面形状を有する、
請求項１ないし１２のいずれか１項に記載の発光素子。
【請求項１４】
　前記複数のアクティブ領域は、互いに異なる間隔で離隔して配置された平面形状を有す
る、請求項１ないし１２のいずれか１項に記載の発光素子。
【請求項１５】
　前記複数のアクティブ領域は、前記発光素子の周縁に配置された平面形状を有する、請
求項１ないし１４のいずれか１項に記載の発光素子。
【請求項１６】
　前記発光素子は多角形の平面形状を有する、請求項１ないし１５のいずれか１項に記載
の発光素子。
【請求項１７】
　前記アクティブ領域は、前記多角形の角部付近または前記多角形の中央のうち少なくと
も１箇所に配置される、請求項１６に記載の発光素子。
【請求項１８】
　前記活性層は、１００ｎｍ～２８０ｎｍの波長帯域の光を放出する、請求項１ないし１
７のいずれか１項に記載の発光素子。
【請求項１９】
　前記第１バンプは複数個であり、前記第２バンプは複数個であり、前記複数個の第１バ
ンプの個数と前記複数個の第２バンプの個数とは同一である、請求項１８に記載の発光素
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子。
【請求項２０】
　前記第１バンプは複数個であり、前記第２バンプは複数個であり、前記複数個の第１バ
ンプの個数と前記複数個の第２バンプの個数とは互いに異なる、請求項１８に記載の発光
素子。
【請求項２１】
　前記第１バンプの第１高さは、前記第２バンプの第２高さよりも小さい、請求項１ない
し２０のいずれか１項に記載の発光素子。
【請求項２２】
　ヘッダーと、
　前記ヘッダー上に配置されてキャビティを形成する側壁部と、
　前記ヘッダー上で前記キャビティ内に配置された請求項１ないし２１のいずれか１項に
記載の前記発光素子の前記第１及び第２金属パッドと電気的にそれぞれ接続される第１及
び第２ワイヤと、
　前記第１及び第２ワイヤを介して前記第１及び第２金属パッドとそれぞれ電気的に接続
される第１及び第２リード線と、
　前記キャビティに充填されて前記発光素子を包囲するように配置されたモールディング
部材とを含む、発光素子パッケージ。
【請求項２３】
　請求項２２に記載の発光素子パッケージと、
　前記発光素子パッケージから提供される光を拡散、散乱または励起させるカバーとを含
む、照明装置。
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